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⑭ 外出をためらってしまうような問題点

○高齢者一般、これから高齢期では「特に問題点はない」が最も高く、それぞれ ％、 ％とな

っている。問題点として、「お金がないこと」が高くなっている。

○要支援認定者では、「以前よりも歩くことが難しくなってきたこと（青信号の間に横断歩道を渡り

きれない等）」が ％で最も高く、「ベンチや椅子など休める場所が少ないこと」 ％ 、「電

車やバスに乗ることが難しくなってきたこと」 ％ 、「道路に階段や段差、傾斜があったり、

歩道が狭いこと」 ％ 、「けがや病気のこと」 ％ と続いている。

○要介護認定者では、「以前よりも歩くことが難しくなってきたこと（青信号の間に横断歩道を渡り

きれない等）」が ％で最も高く、「電車やバスに乗ることが難しくなってきたこと」 ％ 、

「道路に階段や段差、傾斜があったり、歩道が狭いこと」 ％ 、「外出する気力が起きないこ

と」 ％ 、「ベンチや椅子など休める場所が少ないこと」 ％ 、「けがや病気のこと」 ％

と続いている。

■外出をためらってしまうような問題点（複数回答）

自動車などの運転免許を持っていないこと

電車やバスに乗ることが難しくなってきたこと

以前よりも歩くことが難しくなってきたこと

（青信号の間に横断歩道を渡りきれない等）

道路に階段や段差、傾斜があったり、歩道が狭いこと

ベンチや椅子など休める場所が少ないこと

トイレが少ないこと、使いにくいこと

けがや病気のこと

外出したい場所がないこと

外出する気力が起きないこと

人との関わりが面倒なこと

一緒に外出する人がいないこと

お金がないこと

その他

特に問題点はない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

７ 地域活動と地域とのつながり

（１）地域活動への参加状況

① 地域活動の参加頻度

○高齢者一般では、“参加している”人が約１割となっている。

■ボランティアグループ

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

○高齢者一般、これから高齢期では、“参加している”人が２割半ばとなっている。

■スポーツ関係のグループやクラブ
週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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○ “参加している”人の割合は、高齢者一般では３割超、要支援認定者では３割近く、これから高

齢期では２割半ばとなっている。

■趣味関係のグループ

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

○高齢者一般では、“参加している”人が１割超となっている。

■学習・教養サークル

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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○ “参加している”人の割合は、高齢者一般では３割超、要支援認定者では３割近く、これから高

齢期では２割半ばとなっている。

■趣味関係のグループ

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

○高齢者一般では、“参加している”人が１割超となっている。

■学習・教養サークル

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

○いずれの調査でも“参加している”人は１割未満となっているが、要支援認定者は他と比べて高く

なっている。

■老人クラブ

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

○高齢者一般、これから高齢期では、“参加している”人が約１割となっている。

■町内会・自治会

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 不参加 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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② 地域活動に参加するきっかけ

○①で１つでも「参加していない」と回答した人の地域活動に参加するきっかけは、いずれの調査で

も、「関心・興味のあるテーマがあれば活動したい」が最も高く、高齢者一般で ％、これから

高齢期で ％となっている。次いで「時間に余裕があれば活動したい」、「活動する拠点となる

ような施設が身近なところにあれば活動したい」が上位に挙がっている。

■地域活動に参加するきっかけ（複数回答）

紹介があれば活動したい

時間に余裕があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

関心・興味のあるテーマがあれば活動したい

活動する拠点となるような施設が身近なところにあれば活動したい

健康状態がよくなったら活動したい

すでに参加している活動があり、現在の活動で満足している

その他

活動したくない・関心がない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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② 地域活動に参加するきっかけ

○①で１つでも「参加していない」と回答した人の地域活動に参加するきっかけは、いずれの調査で

も、「関心・興味のあるテーマがあれば活動したい」が最も高く、高齢者一般で ％、これから

高齢期で ％となっている。次いで「時間に余裕があれば活動したい」、「活動する拠点となる

ような施設が身近なところにあれば活動したい」が上位に挙がっている。

■地域活動に参加するきっかけ（複数回答）

紹介があれば活動したい

時間に余裕があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

関心・興味のあるテーマがあれば活動したい

活動する拠点となるような施設が身近なところにあれば活動したい

健康状態がよくなったら活動したい

すでに参加している活動があり、現在の活動で満足している

その他

活動したくない・関心がない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

③ 活動してみたい地域活動の分野

○地域活動に参加するきっかけがあれば活動したいと回答した人の活動してみたい活動分野は、いず

れの調査においても、「趣味関係のグループ」が最も高く、高齢者一般で ％、これから高齢期

で ％となっている。次いで高齢者一般では「学習・教養サークル」、「ボランティアのグルー

プ」、「スポーツ関係のグループやクラブ」が上位に挙がっている。

■活動してみたい地域活動の分野（複数回答）

ボランティアのグループ

ＮＰＯ活動

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

町内会・自治会

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

④ ボランティア活動・ＮＰＯ活動への希望する参加頻度

○活動してみたい地域活動の分野を「ボランティアのグループ」「ＮＰＯ活動」と回答した人の希望

する参加頻度は、高齢者一般では「月１～３回」が最も高く ％、「週１回」が ％、「週

２～３回」が ％と続いている。

○これから高齢期では、「週１回」が最も高く ％、「月１～３回」が ％、「年に数回」が

％と続いている。

■ボランティア活動・ＮＰＯ活動への希望する参加頻度

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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（２）地域活動をする上で今後必要なもの

○いずれの調査においても、「身近で気軽に集い、自主活動ができる場所」が最も高く、高齢者一般

で ％、これから高齢期で ％となっている。

■地域活動をする上で今後必要なもの（複数回答）

敬老館・はつらつセンターなど活動する施設の充実

身近で気軽に集い、自主活動ができる場所

活動をする上での補助金の支給

リーダーやサポーターの養成

各種活動と参加者のマッチング

先進事例や成功事例の発信

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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（２）地域活動をする上で今後必要なもの

○いずれの調査においても、「身近で気軽に集い、自主活動ができる場所」が最も高く、高齢者一般

で ％、これから高齢期で ％となっている。

■地域活動をする上で今後必要なもの（複数回答）

敬老館・はつらつセンターなど活動する施設の充実

身近で気軽に集い、自主活動ができる場所

活動をする上での補助金の支給

リーダーやサポーターの養成

各種活動と参加者のマッチング

先進事例や成功事例の発信

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

（３）手助け

① 地域の人たちにしてほしい手助け

○高齢や病気、事故などで日常生活が不自由になったとき、地域の人たちにしてほしい手助けは、高

齢者一般、これから高齢期ともに「安否確認等」が最も高く、それぞれ ％、 ％となってい

る。次いで「災害時の手助け」が高く、それぞれ ％、 ％となっている。

■地域の人たちにしてほしい手助け（○は３つまで）

安否確認等

趣味など世間話の相手

介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電球交換や簡単な大工仕事

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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② 地域の支え合いとして自身ができること

○高齢者一般、これから高齢期ともに「安否確認等」が最も高く、それぞれ ％、 ％となって

いる。次いで、高齢者一般では「ちょっとした買い物」、これから高齢期では「災害時の手助け」

が高くなっている。

■地域の支え合いとして自身ができること（○は３つまで）

安否確認等

趣味など世間話の相手

介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電球交換や簡単な大工仕事

認知症の方を見かけたときの声かけ

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

【高齢者一般】

○性・年代別にみると、『男性・前期高齢者』は「災害時の手助け」が３割超で全体と比べて高い。

『女性・前期高齢者』は「安否確認等」が６割超、「ちょっとした買い物」が４割半ばで全体と比

べて高い。

■地域の支え合いとして自身ができること（○は３つまで）＜高齢者一般：性・年代別＞

安
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子

ど

も

の

預

か

り

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

高齢者一般

男性・前期高齢者

男性・後期高齢者

女性・前期高齢者

女性・後期高齢者


